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１．ギブスの相律の適用

ギブスの相律（Ｆ＝Ｃ－Ｐ＋２）を２成分系に適用すると，自由度Ｆ＝４－Ｐとなり，

共存できる相の数は，最大で４となる．

自由度が一番大きくなるのは相の数Ｐが１の時であり，その時の自由度Ｆは３となる．

この３つの自由度は，図６に示すように，温度と圧力と組成を指定するのに使われる．

このため，２成分系状態図を示すには，これら３つの自由度を３軸とした３次元空間が必

要であるが，通常，圧力を１気圧に固定した凝相系として扱うので，固定した圧力Ｐの分

だけ自由度Ｆを一つ減じて，次式を用いる．

F P= −3 31( )

その結果，２成分系状態図は図６中の平面（垂直断面）で表すことができ，共存する相数

に応じて，以下のように分類できる．

①３相共存の場合（不不不不変変変変点点点点：水の３重点も不変点のひとつ）

自由度Ｆは０（＝３－３）となり，ある特定の温度と組成の場合にしか起こらない．

②２相共存の場合

自由度Ｆは１（＝３－２）となり，２相の内のどちらかの組成を決めれば他方の組成と

温度が決まり，温度を決めれば２相の組成が決まる．
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図６　２成分系状態図の３次元表示


